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シェイマス・ヒーニーの‘‘Song”
一‘奄氏@between，について一
橋　本愼　矩
　Field　Work（1979）の中の短詩“Song”はわずか四行連二つから成る
ヒーニーの作品の中でも最も短いもののひとつだが，North（1975）から
Field　Work（以下F．　W．）への移行にまつわるヒーニーという詩人のひと
つの変化をよく示しているように思われる。
Arowan　like　a　lipsticked　gir1．
Between　the　by－road　and　the　main　road
Alder　trees　at　a　wet　and　dripping　distance
Stand　off　among　the　rushes．
There　are　the　mud・flowers　of　dialect
And　the　immortelles　of　perfect　pitch
And　that　moment　when　the　bird　sings　very　close
To　the　music　of　what　happens．
口紅を塗った女のようなナナカマド。
協鑑と街道の間に遠く
そぼ降る雨の滴の向う
イグサの中に榛が立つ。
一65一
シェイマス・ヒーニーの“Song”（橋本）
土地の言葉の泥の花と
完壁なピッチのイモーテル
生れいつるものの音楽に合わせて
鳥の鳴くとき。
　この詩を解釈する糸口はNorth（以下NJの最後の詩，“Exposure”と
F．W．の“Glanmore　So㎜ets”似下G．　SJにある。“Exposure”が
Wicklowで書かれたことはその第一行目からも明らかであるが，騒擾の
北アイルランドを去り，南に移住したばかりの頃のヒーニーの心境が込め
られている作品である。
It　is　December　in　Wicklow：
Alders　dhpping，　birches
Inheriting　the　last　light，
The　ash　tree　cold　to　look　at．
Acomet　that　was　lost
Should　be　visible　at　sunset，
Those　million　tons　of　light
Like　a　glimmer　of　haws　and　rose・hips，
ウィクロ　・一の十二月
滴のたれる榛
暮れなずみの光を残す樺
冷々としたトネリコの木。
見失った彗星が催〉
日没にみえるはずだ。
サンザシや野パラの実の輝きに似た
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光の大洪水。
詩人はここで“Whatever　You　Say　Say　Nothing”（N）で表わされた
ような解決の糸口さえない袋小路の情況にある北アイルランドという煉獄
を逃れた亡命者としての自分を雨にうたれる樹になぞらえ，また後半では
英国支配の首枷を立ち切るために蜂起し，森へ敗走した昔のアイルランド
兵に自分を擬して‘awood・kerne／Escaped　from　the　massacre’と言っ
ている。ともあれ乳灰色の雨に煙る樹を自分になぞらえていることは彼が
ウィクローで開始したBuile　Suibhneの現代語訳の仕事や鳥に変身し樹
間を住処とするSweeneyを念頭においていると思わせるがここでは
・S。ng・との比較礁点を合わせよう・“E・p・…e”でサ・ザシと野’ミラ
の紅い実が彗星つまり‘Th・・nce－in・a・1if・tim・p・・t・nt’（「姓一9の
徴」）を想起させるのに対し，‘Song’のナナカマドは女性を想わせる。そ
れは‘The　Gutteral　Muse’の場合のように慰撫と治癒の源泉としての女
性を示すと同時に或る漠然とした導きの光を示している。というのは，雨
にうたれる榛が詩人の流講の身を象徴しているとすれば，サンザシの紅い
実は対照的に自己の内部に分裂を持たない或る完結したものの象徴だから
である。さらに榛がヒーニー自身に見立てられている証拠はそれが「脇道
と街道の間」に位置していることである。Nei1　Corcoranがその研究書の
第一章をいみじくも“1・B・tween・0・Seam・・Hea・・y’・Lif・”と名づ
けたように，ヒーニーは実に様々な意味で「間」に立つ詩人である。彼の
生れたMossbawnがCastledawsonとToomeの二村の間にあったよ
うに，そしてそれぞれの村名が英語起源とゲーリック起源であるように。
・1（Hean。y）was　symb・lically　plac・d　b・tween　th・mark・・f　E・glish
i。fiu。。ce　and　th。1ur。・f　th・n・ti…xp・・i・nce，　b・tweeガth・d・mes・・’
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and‘the　bog∵ヒーニーは，散文においても詩においても度々この‘be．
tween’のテーマについて触れている。
Two　buckets　were　easier　carried　than　one．
Igrew　up　in　between，　（‘Terminus’）
Istood　between　them．
the　one　with　his　travelled　intelligence
and　another，　unshorn　and　bewildered　　（‘Making　Strange’）
　彼の生れた土地自体がこの‘between’の問題を孕んでいるように彼の
受けた教育もまた‘Gaelic　literature’と‘the　literature　of　England’の
対立と緊張関係の中にあった。それは彼の詩作品の中では‘vowels’と
‘consonants’の対照に置換されているだけでなく‘feminine’なアイルラ
ンドと‘mascUline’な英国の文化の位相の対比にも拡大されていること
は前稿でも触れたとおりである。これらの二項対立の一般的妥当性はこの
際問題にしない。ヒーニーが自分の境遇を以上の‘between’の問題とし
て把握した感性そのものがどのように詩に結実してくるかが当面の課題で
ある。
　さてF．W．の“∈沁ng”の榛の木は‘by・road’と‘main　road’の間に
立っているのだが，ここでは‘by－road’がHealleyの言うところのゲー
リックの伝統に通じるアイルランドの文化，‘maill　road’がSir　Thomas
Wyattのソネットに緒る英国詩の流れを示しているのではないかと想定
してみたい。
　‘Song’の第2詩節にはこの想定を裏づけてくれる意味が隠れている。
泥の花とは‘Gifts　of　Rain’にも出てくるようにゲーリック語あるいは古
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イモ－テルいアイルランド英語である。完壁な調子の永久花とはiambic　pentameter
を主とする英詩のリズムのことであろう。この二つが結びつくときに今こ
の時のアイルランドを鳥（詩人）が巧みに歌いおおせるのだと考えられ
る。
　　さらに伝記的にもこれを裏づけてくれると思われる次のヒーニー自身の
発言がある。（インタヴュアーのキナーンがNorthへの反響が予想に反し
て好評であったことをどう思うか，と訊いた時の答えである。）
HEANEY：Iwas．　I　was，　of　course，　delighted　by　it；but　I　couldn’t
　believe　it．　So，　when　the　book　was　done，　my　sense　was：That’s
　done，　it’s　time　to　relax　a　bit．　And　then　there　was　also，　of
　course，　the　self噂consciousness　about　the　bogs　and　so　forth，　I
　don’t　know　if　I　could　have　written　another　bog　poem：Iloved
　doing　it，　but　doing　it　exhausted　it　for　me．　So　I　just　wanted
　to　do　something　else，　and　I　can　give　you，　as　it　were，　the　lived
　example　of　this　change　precisely．　In　Glanmore，　in　the　cottage，
　when　I　writing　some　of　those　North　poems　　“Punishment，”
　the　inward，　twisting　things　　Iwas　happy　enough，　yet　unhap－
　py　enough　too。　But　one　evening　I　was　sitting　upstairs　in　the
　study　in　the　month　of　May．　There　was　a　cuckoo　calling　on
　　the　hillside　in　the　wood；there　were　rabbits　playing　up　the
　field；there　was　a　corn－crake．　And　this　iambic，　melodious　line
　　　　　‘‘This　evening　the　cuckoo　and　the　corncrake／（So】much，
　　too　much）consorted　at　twilight”　　came　to　me，　and　I　was
　really　attracted　by　it；and　I　skimmed　on　and　did　the　sonnet
　　［“Glallmore　SQnnets（III）”］．
　　　Back　then　I　thought　that　that　music，　the　melodious　grace　of
the　English　iambic　line，　was　some　kind　of　affront，　that　it
needed　to　be　wrecked；and　while　I　loved　the　poem，　I　felt　at
the　time　that　its　sweetness　disabled　it　somehow．
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　Isuppose，　then，　that　the　shift　from　North　to　Field　VVork　is　a
shift　in　trust：aleaming　to　trust　melody，　to　trust　art　as
reality，　to　trust　art　fUlness　as　an　athrmation　and　not　to　go
illto　the　self・punishment　so　much．　I　distrust　that　attitude
too，　of　course．　Those　two　volumes　are　negotiating　with　each
other，
　これを読むとN．からF．W．への作風の変化の経緯，特にG．　S，が生
れた経緯がよくわかる。Bog詩やヴァイキング詩は短くたたき切るリズ
ムによって地質と心の内奥に突入して行く。それがヒーニー独自の詩的地
平を拓いてきたことは確かであるが引用にもあるとおりそれは“English
iambic　line”との対決でもあり，“self・punishment”でもあり，自分に錐
をもみ込むような緊張の持続を必要とする‘twistillg　thing’でもあった。
そしていわばその緊張からの解放の凪の状態が訪れた時に，はからずも何
者かがむこうからやってくるようにして詩人を捕えたものが“iambic，
melodious　line”だったのである。詩人の存在に完全に滲透し同化して
いた英語を鉄床の上でたたきつぶしそこから光り輝き出す素地をヒーニー
はN．で求めていたのであるがその仕事が或る意味で一段落すると同時に
‘self・punishment’から‘athrmation’への変化が生じているようである。
この凪の状態が生じた原因はWicklowへの移住も要因のひとつに数えら
れるだろうが，結果として生れたG．S．を読むならばヒーニーが自分に課
した禁欲の状態がほどけたときにゆくりなくもiambicのメロディは彼に
自分の肉声の一部であることを再確認させているようである。
　ヒーニーの耳に届いたメロディは引用文中にもあるとおり“This　eve－
ning　the　cuckoo　and　the　corncrake／（so　much，　too　much）consorted
at　twilight”であり，非常に滑かな響きをもっていることは私たちにも理
解される。郭公はむろんスペンサーやワズワースをはじめ多くの英詩に登
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場する鳥でその鳴声は子音のスタカートであること。また，comcrake
（ウズラクィナ）はイングランドでは絶滅しスコットランドの一部とアイ
ルランドにのみ棲息し，鳴声は母音のaar・aarであることを考えると郭
公＝英語＝子音，クイナ＝ゲーリック＝母韻というヒーニーの原型的図式
がここにも組みこまれていることが判明しよう。これは牽強付会ではな
い。その証拠にG．S．の（1）は“Vowels　ploughed　illto　other（i．　e．
consonants）：opend　ground”という一行で始まっている。従って郭公とク
イナがConsortすることはヒーニーにとって自国の伝承と英詩とのめで
たい結びつきを意味していると考えてよいだろう。その合奏の調ぺの豊潤
が（so　much，　too　much）であることはヒーニー自身が鳥となって（これ
もSweeneyを思い出させる），キーツのオードをまねて言うならば「血11－
throted　ease」で歌っているように聞えるのだ。
　ここで再びF．W，の“Song”に戻るなら，その最終2行に現われる鳥
はやはり詩人自身であると考えるのが妥当であろう。なぜならぽ‘言葉の
泥の花’（ゲーリック）と‘永遠花’（英詩）との調和の中に歌う鳥は同時に
‘by－road’（ゲーリック）と‘main　road’（英詩）との中間に立つ詩人自身と
考える他にないからである。その意味で“Song”はG．　S．より後部に収
められているとはいえG．S，の序詩の役目を果している。
　N．の多くの作品は短い詩行形式にAnglo・Saxon起源の語やゲーリッ
ク起源の語を混入したり，ケニングやアリタレーションを多用することに
よって神話的地質の中に突入してきた。それは現在のアイルランドの情況
の中に一種の異次元の磁場を作ることに成功したが同時に入念な神話構築
がヒーニーの詩に或る種の歪みを与えていたことも否定できないだろう。
いわばそれは神話の女神との睦み合いの中にまどろむ自己陶酔の危険とも
いえる。ヒーニーのこのような側面についてElmer　Andrewは次のよう
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に述べている。
　We　have　already　noted　that　there　was　a　part　of　Heaney’s　nature
which　was　infatuated　with　the　narcotic　and　escapist，　and　that
this　was　a　tendency　which　dimmed　his　clear　eye　for　the　object
and　betrayed　him　into　dreaming　and　self－indulgence，　an　unduly
passive　and‘feminine，　attitude．　（The　poetry　of　Seamus　Heanay，
P．118）
　ヒーニーにとってケルト神話の女神がいざなう‘narcotic’な方向に進む
ことは恐らく‘by・road’の袋小路に突き当ることになったであろう。その
危険から彼をそらせ‘by・road’と‘main　road’の間に立ち続けることを可
能にしているのはエリオットの言う伝統への歴史感覚とマンデルシュタム
やミオシュら東欧の詩人たちへの同時代人としての共感である。G，S．で言
えばワイアット，シェイクスピア，ワーズワースからの引用を取り込むこ
とによって成立しているバランスである。G．S．の（1）で‘種まき人のエプロ
ゾを着けて霧の中から現われてくる‘my　ghosts’とは以上のような詩人の
他にホプキンズ，ジョイス，ダソテ，ローウェルなどである。G．　S．を読
むにあたり以上のような詩人たちが透かし絵のように見えることについて
は次回に論じていくつもりであるが，同時にここで忘れてはならないのは
ヒーニーが‘main　road’に引き戻されたということでなく，インタヴュー
の引用の中でも言っているように（“ldistrust　that　attitude　too，　of　course”）
どちらにも完全にコミットしない“in　between”の状態に立ち続けている
ことである。このことはF．W．以後の3観加駕伽4（1984）やThe　Haw
Lantem（1987）を見れば明らかである。
　彼は英詩とアイルランド文学との相違について次のように感想を述べて
いる。
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　The　temperature　of　English　poetry，　on　the　whole，　is　a　little　bit
wa㎜er　than　the　temperature　of　actual　English　weather－
except　for　Thomas　Hardy，　maybe，　and　a　few　placcs　in　Words－
worth．　But　the　temperatllre　of　the　Irish　language，　and　the
emotional　weather　in　that　early　Irish　verse，　is　colder．　It’s　purer
＿＿There’s　one　tuning・fork　for　that　music，　I　think，　in　Shakes－
peare：“Still　through　the　sharp　hawthorn　blows　the　cold
wind．”
　ヒーニーはこのように英詩の温度との距離を確認した後にそれではどの
ようにしてアイルランドの温度に或は自分の詩的感性の体温に作品を引き
寄せているのであろうか。それを実現していく“技法”のひとつともいえ
るのがアイルランド英語やゲーリックの地名の使用である。ここで一例と
してS．1．の‘The　Loaning’を考えてみたい。その第一詩節。
As　I　went　down　the　loaning
the　wind　shifting　in　the　hedge　was　Iike
an　old　one，s　whistling　speech．　And　I　knew
Iwas　in　the　limbo　of　lost　words．
小道を歩むと
垣を吹きぬける風の音は
昔の人のかすれた声。
私は失われた言葉の地獄の辺土にいる。
　題名にも使われている‘loaning’は‘loan’とも綴る。農地の間の小径
または搾乳その他の農作業にも利用する「耕作していない空地」を意味す
るが，少なくとも現代英語として使用されないこのようなアイルランド英
語（スコットランド英語でもある）を用いることによってヒーニーの詩の
温度がアイルランドの風土になじんでいることは明白である。Door　into
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the　I）arleの“Bogland”最終行には“The　bogholes　might　be　Atlantic
seepage．／The　wet　centre　is　bottomless”とあるが，詩人が底なしのケ
ルト文化の地下に降りて行くとき見い出すものはダンテのひそみで言えば
‘the　limbo　of　lost　soUls’である。そして，ヒーニーにとっては失われた
魂とは即ち失われた言葉に等しい。喪われた死者の魂の間をダンテがウェ
ルギリウスの導きで巡るようにヒーニーは先輩の詩人たちの導きによって
‘the　limbo　of　lost　words’を巡るのである。次に“The　loaning”の第1
部の第2，第3詩節をみよう。
They　had　nown　there　from　raftered　sheds　and　crossroads，
from　the　shelter　of　gable　ends　and　turned・up　carts．
Isaw　them　streaming　out　of　birch－white　throats
and　fluttering　above　iron　bedsteads
until　the　soul　would　leave　the　body．
Then　on　a　day　close　as　a　stranger’s　breath
they　rose　in　smoky　clouds　on　the　summer　sky
and　settled　in　the　uvulae　of　stones
and　the　soft　lungs　of　the　hawthom．
Then　I　knew　why　from　the　beginning
the　loaning　breathed　on　me，　breathed　even　now
in　a　shiver　of　beaded　gossamers
and　the　spit　blood　of　a　last　few　haws　and　rose・hips．
垂木の納屋と四ツ辻，
切妻の陰，うち置かれた荷車から
それらは飛んできた。
また最期の息をつく人の白樺のような
喉からたちのぼり，魂が身体からぬけるまで
鉄のベッドの上を舞うのが見えた。
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他人のむっとする息がかかったような日に
それらは夏空の霞雲のように立ちのぼり
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　やがて石たちののどびこや
サンザシの軟かい肺におちつく。
　　私には，なぜはじめから
　　P－＝ング　　空地が息を吹きかけてきたのか理解できる。｝
　　それは今でも
　　水玉のついた蜘蛛の糸の震え
　　なごりのサンザシと野パラの吐いた血のような
　　赤い実となって語りかけてくる。
　　　　　　　　　　ぎわ　死者が息を引きとる際の白樺のように白い喉から脱けだした言魂はいっ
たん浮遊しやがて石やサンザシの実に入りこむ。それが次に空地を通る詩
人に語りかけてくるのである。‘birch・white’，‘smoky’‘breathed’‘the
spit　blood’は単なる自然描写のための修辞ではない。これらが用意周到
に選ばれて用いられた語句であることは次の第3部の後半で判明してく
る。引用の煩は避け，手短に説明すると，‘birch’はr神曲』の「地獄篇」
の第13歌で登場する樹に変えられた自殺者に結びつく。サンザシの紅い
実の‘spit　blood’はその枝から滴る血である。最終連では13世紀のフィ
レンツェの血で血を洗う政争は北アイルランドの収容所の内部で行なわれ
ていることと影絵のように重ねられている。審問者の吸う煙草（‘smoky’）
の火の赤さ（おそらくはその火は収容者に押しつけられる）。吹きかけら
れる息，殴打された者の吐く血（the　spit　blood）。これらすぺては乳灰色
に煙った地獄での出来事のように暗示されている。
　ヒーニーはいわば遺骨収集をするようにして，古いアイルランド英語，
ゲーリック語を集めてきた詩人である。‘10st　words’は‘10st　soUls’であ
るために彼はそれを生垣のサンザシの実や路傍の石からも見い出すのであ
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る。彼が神話の中であれ，歴史上であれ，現代のアイルランドであれ，失
われた死者の魂を招きつつ詩を書いていることとこのことは無関係ではな
い。‘Song’の‘And　that　moment　when　the　bird　sings　very　close／To
the　music　of　what　happens’はパストラル的至福の時，或は幻視者の見
る静止の一点の時を指しているのではない。サンザシやナナカマドの紅い
実に‘spit　blood’の赤さを見いだすヒーニーの眼は風景の中にアイルラン
ドの歴史を読みとるのである。そもそも‘the　music　of　what　happens’と
いう語句自体，古代フェニアソ・サイクルのひとつから引用されているこ
とをみてもヒーニーが‘Song’に於て単なる叙景的叙情詩を書いているの
でないことが明らかである。アイルランドの詩人，Johh　Montagueも言
っているように‘The　whole　landscape　is　manuscript’ということがヒ
ーニーの作品について言えるだろう。そしてヒーニーがマンデルシュタム
の詩について述べたことはむろん彼自身の詩にもあてはまるのだ。‘His
poetry　didn’t　deal　in　any　obvious　way　with　political　messages：1t
brought　the　sense　of　terror，　opressien，　suffering　images，　into　music，’
　詩は単なる政治的メッセージではないというあたりまえの事実。しかし
反面，単なるイメージと音楽でもないというこれまた自明の真実。その両
者を調和させることがいかに至難の力技であるか。ヒーニーは今までのと
ころ相対立するものの中間に立ってその力技を示し続けている。
〈註〉彗星（comet）はジョイスの‘The　Home　Rule　Comet’に於る「アイル
　　　ラソド自治」を暗示すると同時に第8詩節で詩人自身‘10ng・haired’と形
　　容されていることと結びつくのはギリシャ語Komet6sは‘　long・haired　’
　　の意味であるからである。
（英米文学科　教授）
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